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組み立て・運営の流れ
とポイント

「地域円卓会議」など、マルチ・ステークホルダー・プロセスの進め方 例

こんなときには…

「これではできない」「いっさい譲れない」と主張する人・団体がいて、議論も協働も進まない…
その人・団体の考え方だけの問題ではなく、事情や理由もあるのでしょう。その人の上司・同僚の方にも同席し
ていただき、事情や理由について、詳しく聴き出す機会を設けましょう。その際に、全体での議論の流れや共有
された目標、期待される成果や役割などについて、改めて上司や同僚の方にもお伝えし、どうすれば協働が進む
か、意見をもらいましょう。

協働して取り組む
メンバーで基礎をつくる

理解と対話を重ね、
協働を進める

課題の解決や理想の実現など、
共有する目標のために、協働が期
待される団体が集まる。

目標として共有した課題や理想
について、状況・背景・見通しを
共有し、正確な理解を深める。

動き出した協働に、必要・有効な
団体・組織の参加を呼びかける。

課題・理想について、それぞれの
状況や今後の見通しなどを共有
する。

課題・理想について、それぞれの
これまでの取り組みや今後の可
能性について協議し、共有する。

案内状・ミニ広報誌やウェブ、マ
スメディアなどを通じて、現場の
経過を発信する。

「マルチ・ステークホルダー・プロセ
スの基本条件」※を確認し、円卓会
議など、マルチ・ステークホルダー・
プロセスで取り組むことを合意する。

協働によって解決・実現できる
ことがらを絞り、進め方や役割、
責任や負担について合意する。

ふりかえりを随時行い、要改善点
や次の目標を決め、動き出す。

円卓会議の発足に際して、メン
バー、協働する目標、期間を定
める。

協働に着手する。 場合によっては、目標の達成に伴
い、解散・休止することも。

STEP1 STEP2 STEP3

協働の成果を拡充するために、
発信し、呼びかけ、
次に備える


